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大杣会（勝田地域）で囲碁ボール交流会開催（撮影：大杣会・和田静）

囲碁ボールでふれあいを深める!
高齢者ふれあい・いきいきサロン
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理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催
状
況

　

理
事
会
・
評
議
員
会
を
各
３
回
開
催

（
事
業
・
決
算
報
告
、定
款
・
規
程
の
一
部
改
正
、

事
業
・
予
算
の
議
決
等
）

監
査
実
施
状
況

　

平
成
23
年
度
決
算
監
査
、平
成
24
年
度
中

間
監
査

寄
附
金
事
業

　

美
作
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
、多
く
の

方
々
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄

附
金
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、本
紙
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
８
１
件

　

７
，８
４
２
，７
９
２
円

社
協
会
費

　

市
民
や
企
業
等
、多
く
の
皆
様
に
社
協
会

員
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

社
協
会
費
は
、地
区
社
協
の
活
動
費
と
し

て
配
分（
約
70
％
）し
、そ
の
他
、広
報
紙
印
刷

代
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、小
中
学
校
の

福
祉
教
育
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
員
数
：
７
，７
３
５
人

　

納
入
実
績
額
：
７
，８
２
１
，０
０
０
円

広
報
活
動

　

市
社
協
広
報
紙「
は
い
！
社
協
で
す
！
」を

毎
月
発
行
し
、情
報
の
早
期
提
供
と
紙
面
の

充
実
に
努
め
ま
し
た
。有
料
広
告
は
延
べ
37

社
の
企
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
区
社
協
活
動
の
支
援

　

地
区
社
協
は
、市
内
31
地
区
に
ほ
ぼ
自
治

振
興
協
議
会
単
位
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
作
市
社
協
は
地
区
社
協
の
組
織
強
化
と
活

動
の
活
性
化
を
目
的
に
、地
区
社
協
基
盤
強

化
事
業
と
福
祉
会
議
事
業
の
２
つ
の
事
業
で

構
成
す
る「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事

業
」を
策
定
し
、地
区
社
協
活
動
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
事
業
申
請
社
協
：
25
地
区
社

協地
域
社
協
連
絡
会

　

市
内
６
地
域
の
地
域
社
協
の
連
合
体
組
織

と
し
て
、各
地
域
社
協
の
代
表
者
が
集
い
、地

区
社
協
間
の
連
携
強
化
と
活
性
化
を
目
的
に

し
た
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
会
４
回
、視
察
研
修（
松
江
市
）、地
区

社
協
会
長
会
開
催
、広
報
紙
作
成
研
修
会

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会

　

地
区
社
協
活
動
の
実
務
者
の
声
を
反
映
す

る
地
域
社
協
連
絡
会
の
専
門
機
関
と
し
て
、

平
成
24
年
７
月
に
設
立
し
ま
し
た
。専
門
委

員
会
で
は
、地
区
社
協
や
サ
ロ
ン
活
動
に
お

け
る
問
題
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、活
動
推

進
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、サ
ロ
ン
の
定
義

と
地
区
社
協
活
動
支
援
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
策

定
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、

大
字
・
小
字
単
位
の
地
域
住
民
の
交
流
の
場

と
し
て
、市
内
１
６
５
カ
所
で
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。美
作
市
社
協
は
、食
材
費
助
成

や
人
的
派
遣
、外
出
支
援
、活
動
費
の
助
成
な

ど
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ロ
ン

　

市
内
10
カ
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、

子
育
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
開
所
日
数
：
３
１
９
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
７
，４
８
２
人

福
祉
団
体
の
活
動
支
援

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、身
体
障
害
者
福
祉

協
会
、遺
族
会
、保
護
司
会
の
事
務
局
を
担
当

し
、自
主
運
営
に
向
け
た
福
祉
団
体
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

障
害
者
共
同
作
業
所
の
管
理
運
営

　

障
害
者
共
同
作
業
所「
む
ぎ
の
会
」を
管
理

運
営
し
、障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

延
べ
開
所
日
数
：
１
９
０
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
８
９
３
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人（
依
頼
会
員
）

と
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人（
提
供

会
員
）が
会
員
に
な
っ
て
、一
時
的
に
子
供
さ

ん
を
預
か
る
子
育
て
の
相
互
援
助
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
：
１
４
８
人

　

延
べ
利
用
件
数
：
３
８
１
件

介
護
予
防
事
業

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
各
種

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
福
祉
バ
ス
運
行
事
業（
東
粟
倉
地
域
）

　

延
べ
利
用
人
数
：
２
，５
１
４
人

◎
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業（
大
原
・
作
東
・
英

田
支
所
）

　

延
べ
配
食
数
：
１
５
，４
８
９
食

◎
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
健
康
の
維

持
向
上
の
た
め
に
、地
域
住
民
が
自
主
的
に

平
成
24
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
５
月
24
日
㈮
、平
成
25
年
度
第
２
回
理
事
会
・

評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
24
年
度
事
業
報
告
と
一
般
会
計
収
支
決
算
報
告
を

行
い
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
地
域
福
祉
活
動

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、地
域
住
民
や
民
生
委
員
、児
童
委
員
、愛
育
委
員
、栄
養
委
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
行
政
及
び
福
祉
・
保
健
等
の
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
住
民

参
加
や
協
働
に
基
づ
い
た
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
費
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
事
業
者
と
し
て
、
利
用
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も
努
め
、
次
の
と
お
り
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
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地
区
の
集
会
場
等
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
に

人
的
派
遣
等
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

施
設
管
理
事
業

　

美
作
市
の
指
定
管
理
者
指
定
に
伴
い
、市

内
９
カ
所
の
福
祉
施
設
の
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

募
金
実
績
総
額
：
４
，５
０
１
，８
５
１
円

　

配
分
額
：
２
，４
１
０
，０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

　

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
・
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

◎
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務

局（
登
録
グ
ル
ー
プ
：
33
団
体　

７
５
９

人
）

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催（
要
約
筆

記
奉
仕
員
・
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
）

◎
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
の
開
催

（
体
験
者
数
：
４
５
８
人　

受
入
施
設
：

60
施
設
）

◎
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
福
祉
体
験
教
育

の
実
施

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者
や

障
害
者
等
の
日
常
の
金
銭
管
理
、書
類
預
り

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
実
人
数
：
39
人

　

相
談
援
助
件
数
：
１
０
２
件

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

　

市
内
８
カ
所
で
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

管
理
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

登
録
児
童
数
：
３
３
６
人

　

延
べ
利
用
人
数
：
４
１
，２
７
２
人

支
援
費
事
業

　

障
害
者
支
援
費
事
業
の
訪
問
介
護
事
業
で
、

障
害
者
の
在
宅
福
祉
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
大
原
・
作
東
支
所
）

介
護
保
険
事
業

　

大
原
・
東
粟
倉
・
作
東
支
所
で
、質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

在
宅
福
祉
の
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
居
宅
介
護
支
援
事
業（
大
原
支
所
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）等
を

作
成
し
、相
談
対
応
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
件
数

　

１
，６
８
８
件

◎
訪
問
入
浴
介
護
事
業（
作
東
支
所
）

　

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
、自
宅
で
の
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
利
用
件
数
：
２
６
３
件

◎
通
所
介
護
事
業（
大
原
・
東
粟
倉
・
作
東

支
所
）

　

入
浴
・
食
事
・
機
能
訓
練
等
の
通
所
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
利
用
人
数
：
大
原
６
，８
３
７
人　

東
粟
倉
３
，４
７
４
人　

作
東
４
，１
２
３
人

◎
訪
問
介
護
事
業（
大
原
・
作
東
支
所
）

　

ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に
訪
問
し
、介
護
や
家

事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

延
べ
訪
問
件
数
：
大
原
７
，１
１
７
件　

作
東
６
，２
５
９
件

平成24年度  美作市社会福祉協議会一般会計資金収支計算書総括表
（自）平成24年4月1日　（至）平成25年3月31日

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
自立支援費等収入
利用料収入
雑収入
受取利息配当金収入
経常収入計（1）
人件費支出
事務費支出
事業費支出
助成金支出
負担金支出
経常支出計（2）

7,821,000
7,842,792
48,630,000
500,000

108,678,890
2,410,000
416,000

190,811,024
6,496,094
22,477,639
2,725,571
2,631,410

401,440,420
266,802,438
3,536,253
85,510,263
20,499,100
965,850

377,313,904
24,126,516

2,882,374
2,882,374

△ 2,882,374
10,623,288

10,623,288
18,000,000
9,689,454
27,689,454

△ 17,066,166
4,177,976
68,832,772
73,010,748

7,935,000
7,940,415
48,862,000
1,400,000

119,908,792
2,450,000
416,000

211,259,868
8,345,427
22,238,191
1,550,839
4,022,817

436,329,349
283,522,906
3,263,868
98,888,842
19,582,000
696,620

405,954,236
30,375,113
1,400,000
1,400,000
13,901,790
13,901,790

△ 12,501,790
8,386,026
6,801,832
15,187,858
11,400,000
10,802,196
22,202,196
△ 7,014,338
10,858,985
57,973,787
68,832,772

△ 114,000
△ 97,623
△ 232,000
△ 900,000

△ 11,229,902
△ 40,000

0
△ 20,448,844
△ 1,849,333

239,448
1,174,732

△ 1,391,407
△ 34,888,929
△ 16,720,468

272,385
△ 13,378,579

917,100
269,230

△ 28,640,332
△ 6,248,597
△ 1,400,000
△ 1,400,000
△ 11,019,416
△ 11,019,416
9,619,416
2,237,262

△ 6,801,832
△ 4,564,570
6,600,000

△ 1,112,742
5,487,258

△ 10,051,828
△ 6,681,009
10,858,985
4,177,976

当期資金収支差額合計（10）＝（3）＋（6）＋（9）
前期末支払資金残高（11）
当期末支払資金残高（10）＋（11）

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　
　
　

入

支　
　
　

出

施
設
整
備
等
収
支

収
入

支
出

収
入

支
出

財
務
活
動
収
支

勘　定　科　目 本年度決算額 ① 前年度決算額 ② 増　減 ①－②
（単位：円）

経常活動資金収支差額（3）＝（1）－（2）
施設整備等寄附金収入  
施設整備等収入計（4）  
固定資産取得支出  
施設整備等支出計（5）

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5）
退職共済預け金返還金収入  
積立預金取崩収入
財務収入計（7）  
積立預金積立支出  
退職共済預け金支出  
財務支出計（8）

財務活動資金収支差額（9）＝（7）－（8）
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いはい!

　市民の皆様からお寄せいただきました、香典返しや見舞い返し等の平成24年度寄附金総額は、
7,842,792円となりました。皆様からのご厚志に、紙面を通じて心より御礼申し上げます。美作市社
協は、平成24年度の地域福祉活動の財源として、下記のとおり有効に活用させていただきましたので、
ご報告いたします。
　これからも、多くの皆様からのご厚志をお寄せくださいますよう、お願い申し上げます。

平成24年度　寄附金活用報告

事業名（寄附金の使途）

サロン助成金事業

救急医療情報キット
配布事業

地区社協
基盤強化事業

社協広報紙事業

理事・評議員等報酬

福祉基金積立預金

金　額

1,483,500円

66,780円

750,000円

1,343,022円

807,000円

3,000,000円

事　業　内　容

年６回以上活動しているサロンに、参加延べ人数に50円を乗
じた金額を活動費として助成しました。
※開催数は年12回を上限　　対象サロン：160グループ

「救急医療情報キット」は、緊急連絡先やかかりつけ医、服
用薬等の救急情報を入れた筒状の容器を冷蔵庫に保管し、
119番通報で駆け付けた救急隊の救命活動に活かすもので、
地区社協を通じて一人暮らしや高齢者世帯に配布しました。
平成24年度配布数：127個　　配布総数：2,837個

地区社協の構成員に民生・愛育・栄養委員、ボランティア代
表者の参画による組織再編と地域の福祉課題や生活課題につ
いて協議する福祉会議を開催し、地区社協の組織運営の強化
を図る事業を策定しました。
平成24年度は、25地区社協から事業申請があり、助成金を交
付し活動支援を行いました。

サロンのぼり旗
配布事業

392,490円
サロンのPRとより多くの参加者を増やすための告知用ツー
ルとして、サロンのぼり旗を200本制作し、市内で活動する
サロンに無償配布します。

広報紙「はい！社協です」の印刷代に充当しました。

理事・評議員会をはじめ、各委員・部会の報酬に充当しました。

平成24年度の寄附金収入のうち、300万円を福祉基金積立預
金に積立しました。

エステティックサロン
ジュナ

北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや

美作市位田239-1
電話72-2616
●楽天市場まさや店
●Amazonまさや店オープン!!

年中あります
酒粕・ホワイトリカー
年中あります
酒粕・ホワイトリカー

1.8ℓ
¥1,080
1.8ℓ
¥1,080

4kg袋
980円より
4kg袋
980円より

900㎖
￥880
900㎖
￥880

200㎖
￥210
200㎖
￥210

喜久屋
書店

中国自動車道

JunaJoy

ノース
ランド

鶴
山
通
り

す
い
こ
う

営業時間/10：00～18：00
津山市小原108-13
アミカ202号（P1台）
（完全予約制）

tel：090-8358-6138
mail : juna.12310913@softbank.ne.jp

「はい! 社協です! 見ました」とお伝えいただければ
☆「ハーブティー」１杯無料サービス

350㎖缶 ２，６８０円
サッポロ 極ゼロ

フェイシャル 脱毛 まつげエクステ
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美作市明見137番地（docomo前）
TEL 0868-72-9800
 0800-200-9811
http://salon-pepe.com

サロンぺぺ

当店ご来店困難な（体の不自由な方・寝たきりの方）
老人福祉施設・障害者支援施設・その他施設、訪問
サービスいたします!

カット
¥1,500

シルバー会員募集
（65歳以上）

年額（１口） 主な対象 主　な　内　容

会員会費には３種類あります 

毎年、地区社協などを通じて戸別に会員加入をお
願いいたします 

社会福祉協議会の事業にご賛同いただける個人の
方々にご協力をお願いいたします 

社会福祉協議会の事業にご理解・ご賛同いただき、
ご協力いただける企業・法人等 

市　　民

市　　民

市内企業
・法人等

1,000円

3,000円

5,000円

普通会員

賛助会員

特別会員

　美作市社会福祉協議会（略称：社協）は、市民
の皆様とともに誰もが安心して暮らせる福祉のま
ちづくりに取り組む福祉団体です。
　市民の皆様からお寄せいただいた会費は、共同
募金配分金や寄附金などとともに、地域福祉活動
を支えるための貴重な財源として活用させていた
だきます。
　これらの事業の充実を図るためにも、趣旨をご
理解の上、多くの皆様に社協会員にご加入いただ
き、ご支援くださいますようお願いいたします。
　今後とも地域の皆様とともに地域福祉推進に一層の努力をしてまいりますので、ご理解とご
協力をお願い申し上げます。
　社会福祉協議会では、年間を通じて会員を募集していますが、７月１日～８月31日は、『強化月間』と
して位置づけております。本年度も社協会員制度の趣旨を一人でも多くの方にご理解いただき、ご協力
よろしくお願いいたします。

●●●集まった会費は、社協だよりや各地区社協の活動費等に活用されます。●●●

会費額
会員種別

みまさか商工会 7～8月イベント情報みまさか商工会 7～8月イベント情報

未来へ！地域と歩む商工会

みまさか商工会
＜本部＞ 美作市栄町187-4 
 TEL 0868-73-6520

皆
様
の

 

ご
来
場
を

  

お
待
ち
し
て

    

お
り
ま
す

7/13 ･････
7/19 ･････
7/24～25 ･
7/26 ･････
7/27 ･････
8/1 ･･････
8/13 ･････
8/14 ･････
8/15 ･････

勝田あんこうまつり
大原野外映画まつり
勝央町天神まつり
商工会夏まつりin 武蔵
美作ふるさと祭り花火大会
夏まつり作東
東粟倉夏祭り花火大会
英田ふれあいふる里夏まつり
西粟倉村夏まつり花火大会
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美
作
支
所

作
東
支
所

いはい!

　

美
作
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

総
会
が
５
月
18
日
㈯
、
世
代
交
流
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
ヨ
ー
ガ
療
法
士
の
川
島
和

子
先
生
を
お
招
き
し
て
ヨ
ー
ガ
療
法
の
説

明
を
受
け
た
後
、
先
生
の
指
導
の
も
と
、

身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ガ
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
や

抗
う
つ
効
果
、
認
知
症
予
防
に
も
期
待
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
と
呼

吸
を
意
識
し
な
が
ら
身
体
を
動
か
す
と
、

身
体
だ
け
で
な
く
、
心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
ま
し
た
。

　
「
大
変
良
か
っ
た
」「
ま
た
、
や
っ
て
み

た
い
」
な
ど
参
加
さ
れ
た
方
々
は
朗
ら
か

な
表
情
で
盛
会
の
内
に
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。 ヨ

ー
ガ
で
心
も
身
体
も

リ
ラ
ッ
ク
ス

　

５
月
22
日
㈬
、
柿
ヶ
原
地
区
に
お
い
て

福
山
地
区
社
協
の
皆
さ
ん
が
土
居
小
学
校

１
・
２
年
生
の
児
童
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗

の
つ
る
さ
し
体
験
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
山
地
区
社
協
が
地
区
社
協
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
文
化
伝
承
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
子

供
た
ち
を
対
象
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
小
学
生
30
人
が
参
加
し
、
最

初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
苦
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、
地
区
社
協
の
方
々
の
指
導
の
も

と
、
３
５
０
本
の
苗
を
植
え
終
え
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
収
穫
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

「
10
月
に
は
お
い

し
い
お
い
も
が
食

べ
ら
れ
る
か
な

…

」
秋
が
待
ち
遠

し
い
子
供
た
ち
の

表
情
が
印
象
的
で

し
た
。

福
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が

さ
つ
ま
い
も
の
苗
の
つ
る
さ
し
体
験
指
導

福山地区社協の皆さんと指導を受ける土居小学校の子どもたち
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英
田
支
所

サ
ロ
ン
紹
介

　

〜
北
香
合
ふ
れ
あ
い
会
〜

お元気体操で介護予防

　

北
香
合
ふ
れ
あ
い
会
で
は
、
５
月
10
日
㈮
に
北
香
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
地
域
の
65
歳
以
上

の
方
が
20
名
参
加
さ
れ
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
よ
る
高
齢
者
向
け
の
軽
い

体
操
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
高

齢
者
と
で
昼
食
の
準
備
を
し
て
食

事
を
し
な
が
ら
参
加
者
ど
う
し
で

雑
談
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
定
例
的
に
毎
月
第
１

金
曜
日
に
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が

家
に
引
き
こ
も
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
高
齢
者
が
近
く
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
に
集
ま
り
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
に
よ
る
体
操
指
導

や
高
齢
者
向
け
の
ゲ
ー
ム
な
ど
を

計
画
し
て
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、次
の
方
々
が
新
評
議
員

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
：
平
成
25
年
６
月
１
日
〜
平
成
27
年
５
月
31
日
）

内
海　

寿
志

　

美
作
市
教
育
長
（
美
作
市
楢
原
上
）

萬
代　

師
一

　

美
作
市
議
会
文
教
厚
生
委
員
長（
美
作
市
福
本
）

森
元　

龍
弥

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
勝
田
地
域
：
美
作
市
真
加
部
）

皆
木　

吉
博

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
勝
田
地
域
：
美
作
市
真
殿
）

春
名　

信
義

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
大
原
地
域
：
美
作
市
川
上
）

鈴
木　

悦
子

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
大
原
地
域
：
美
作
市
中
町
）

鳥
元　
　

均

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
東
粟
倉
地
域
：
美
作
市
後
山
）

上
田　

義
雄

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
東
粟
倉
地
域
：
美
作
市
中
谷
）

和
田　

允
夫

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
美
作
地
域
：
美
作
市
巨
勢
）

流
王　
　

肇

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
美
作
地
域
：
美
作
市
田
殿
）

石
川　

昭
二

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
作
東
地
域
：
美
作
市
岩
辺
）

橋
本　

正
弘

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
英
田
地
域
：
美
作
市
中
川
）

小
谷　

一
夫

　
地
域
社
協
連
絡
会
の
代
表
者（
英
田
地
域
：
美
作
市
福
本
）

小
渕　

善
治

　
行
政
事
務
連
絡
協
議
会
の
代
表
者
（
美
作
市
川
上
）

伊
東　

廣
一

　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
代
表
者（
美
作
市
奥
）

青
山　

裕
子

　

愛
育
委
員
会
の
代
表
者（
美
作
市
英
田
青
野
）

小
椋　

宏
子

　

栄
養
委
員
会
の
代
表
者
（
美
作
市
東
青
野
）

杉
山　

博
一

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
代
表
者（
美
作
市
巨
勢
）

平
田　

正
行

　
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
代
表
者
（
美
作
市
川
上
）

丸
本　

育
子

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
代
表
者（
美
作
市
中
川
）

主
原　

啓
隆

　

保
護
司
会
の
代
表
者
（
美
作
市
川
北
）

西　
　

英
明

　
精
神
障
害
者
家
族
会
の
代
表
者
（
美
作
市
東
谷
下
）

難
波　

幹
雄

　

知
的
障
害
者
家
族
会
の
代
表
者（
美
作
市
北
山
）

檜
尾　

惠
子

　

主
任
児
童
委
員
の
代
表
者
（
美
作
市
安
蘇
）

則
本　
　

孝

　

商
工
会
の
代
表
者
（
美
作
市
明
見
）

永
井　

秀
一

　

地
域
防
災
組
織
の
代
表
者
（
美
作
市
上
山
）

山
本　

直
人

　
行
政
関
係
者（
美
作
市
保
健
福
祉
部
長
：
美
作
市
鯰
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

新
評
議
員
の
紹
介

き
た

か

ご
う
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香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

真
加
部　
　

森
上　
　

学　

様

（
亡　

つ
や
子
）

宗　

掛　
　

江
見　
　

徹　

様

（
亡　

清　

志
）

杉　

原　
　

坂
本　

松
子　

様

（
亡　

和　

夫
）

川　

上　
　

平
田　

和
夫　

様

（
亡　

澄　

子
）

壬　

生　
　

春
名　

彰
孝　

様

（
亡　

孝　

子
）

壬　

生　
　

春
名　

謙
次　

様

（
亡　

秋　

夫
）

上　

相　
　

杉
山　

知
子　

様

（
亡　

志　

郎
）

入　

田　
　

石
原　

英
明　

様

（
亡　

京　

市
）

栄　

町　
　

上
原　

卓
也　

様

（
亡　

美　

好
）

平　

田　
　

橋
本　

節
子　

様

（
亡　

昌　

一
）

海　

田　
　

小
坂
田
昌
悟　

様

（
亡　

和　

哉
）

宮　

原　
　

本
田　

芳
人　

様

（
亡　

た
ま
の
）

大
内
谷　
　

春
名　

里
美　

様

（
亡　

敏　

）

　

原　
　
　

溝
曽
路
政
司　

様

（
亡　

し
づ
ゑ
）

土　

居　
　

岡
野　

明
美　

様

（
亡　

山
本
い
な
よ
）

竹　

田　
　

岩
崎　

操
子　

様

（
亡　

博　

子
）

山　

城　
　

春
名　

俊
彦　

様

（
亡　

き
よ
子
）

鈴　

家　
　

丸
山　

勝
美　

様

（
亡　

覚　

三
）

福　

本　
　

角
南　

宣
男　

様

（
亡　

京　

子
）

横　

尾　
　

有
本
治
洋
子　

様

（
亡　

繁　

雄
）

英
田
青
野　

室
井　
　

喬　

様

（
亡　

と
ら
よ
）

神
戸
市　
　

宮
阪　

一
木　

様

（
亡　

數　

江
）

吹
田
市　
　

矢
田　

章
史　

様

（
亡　

富　

惠
）

古
河
市　
　

眞
野　

芳
治　

様

（
亡　

郁　

子
）

相
模
原
市　

井
口　

伸
次　

様

（
亡　

正　

一
）

　

楮　
　
　

皆
木
は
る
よ　

様

右　

手　
　

小
椋　

ト
シ　

様

古　

町　
　

春
名　

米
子　

様

宮　

原　
　

小
林　

範
子　

様

豆　

田　
　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様

英
田
地
域　

英
田
男
性
料
理
教

室
様

　

太
陽
が
西
の
空
に
沈
む
頃
、
水

田
の
水
面
に
は
淡
い
蛍
の
光
が
映

り
、
南
の
空
低
く
「
さ
そ
り
座
」

が
両
の
爪
を
拡
げ
「
天
の
川
」
の

中
に
横
た
え
て
輝
い
て
い
る
神
秘

的
な
光
景
は
こ
の
季
節
の
風
物
詩

で
あ
る
。

　

５
月
の
理
事
会
で
、
平
成
24
年

度
事
業
・
決
算
が
承
認
さ
れ
、
新

評
議
員
の
選
任
が
行
わ
れ
た
。
今

期
か
ら
評
議
員
の
任
期
は
、
こ
れ

ま
で
の
４
月
１
日
か
ら
２
ヶ
月
遅

ら
せ
６
月
１
日
か
ら
の
２
年
間
と

な
る
。
そ
し
て
、
６
月
に
は
新
評

議
員
が
新
理
事
の
選
任
を
行
い
、

新
理
事
の
任
期
は
更
に
１
ヶ
月
遅

ら
せ
て
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
と

な
る
。

　

任
期
の
始
期
変
更
理
由
は
、
４

月
１
日
を
避
け
る
こ
と
と
新
評
議

員
が
新
理
事
を
選
任
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
と
事
務

局
は
説
明
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
社
協
が

地
域
福
祉
推
進
を
更
に
進
め
る
組

織
体
制
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

編
集
後
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平
成
25
年
４
月
21
日
か
ら

平
成
25
年
５
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
寄
付

見
舞
い
返
し

表
紙
の
写
真

　

５
月
25
日
㈯
、
大
杣
地
区
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
大
杣
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

が
作
っ
た
食
事
を
参
加
者
全
員
で
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
囲
碁
ボ
ー
ル
で
交
流

を
深
め
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。




